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載荷は 1000kN アクチュエータを使用し，軸方向変位
制御による一定歪振幅繰返し載荷とする．載荷装置は柱
脚部をピン支持とし，試験体は 45 度の角度で設置する． 
H シリーズでは，軸歪 1.5εy に相当する歪振幅








各試験体の実験経過および最終状態を表 2 に示す． 
H15E 試験体は 12,158 回目，H11E 試験体は 17,265 回
目， H05 試験体は 926 回目で引張破断した．また，B11E


















1) 高性能タイプ (Hシリーズ)  
塑性化部長さ 
芯材長さ
2) 基本タイプ (Bシリーズ) 
図１ 試験体平面図 
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歪振幅 ε(%)と耐用回数の関係を図 3 に，既往の研究(1)
と本研究の結果の近似曲線を合わせて示す．耐用回数は
H シリーズの歪振幅 0.21%で 12,157 回，0.15%で 17,264





















H シリーズに比べて B11E 試験体のω が小さいのは耐
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(2) 飯塚亮太，小谷野一尚，緑川光正，岩田衛，“累積塑性歪エネ
ルギー率の大きな座屈拘束ブレースの研究”，日本建築学会構造
系論文集，第 701号，pp.1015-1023，2014年 7月 
表１ 試験体詳細 
H15E,H11E,H05 PL-112×16 1792 7.0 2351 1176 289 518 146.0 181.2 9.0



























 H15E  0.21%歪12,158回目引張 11,965,462  14,048   
 H11E  0.15%歪17,265回目引張  5,473,917 7,034
 H05  0.5%歪926回目引張  5,531,883 6,442
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図２ P/Py-ε関係 (H15E) 
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